
　ジェネリック医薬品は新薬と同じ成分を使用しています。家計の負担軽減や医療費の節減のためにもご利用
ください。

● 数字の文字サイズを大きくし、見やすくなりました。　

● 65 歳から年金を受給せず、年金の受給を遅らせる（年金の繰下げをする）場合に、遅らせた期間に応じて年金額が増額す

るイメージ図が追加になりました。

　共済組合では、今年度もジェネリック医薬品差額通知を送付します。この通知は、現在服用中の新薬をジェネリック医薬品
に切り替えることで一定額以上の薬剤費の軽減が見込まれる方にお知らせするもので、10 月に送付する予定です。

高血圧の薬を 1 日１錠 365 日服用したと仮定すると

ジェネリック医薬品を利用してみませんか

「ねんきん定期便」の様式が変更になりました

安心

ジェネリック医薬品に切替えた場合の自己負担額

価格　ジェネリック医薬品は、厚生労働省が先発医薬品
と同等と認めた医薬品です。有効成分の安全性や効
き目は、先発医薬品で立証済みです。

　新薬は膨大な開発期間や費用が必要です。一
方、ジェネリック医薬品は短い開発期間と少な
い費用で済みますので、価格を安く抑えられま
す。

028 － 615 － 7816
上記記事に関する
お問い合わせは

保健課

年間

19,425 円

新薬 ジェネリック医薬品
安いタイプ

ジェネリック医薬品
高いタイプ

年間

3,764 円

年間

7,556 円

1年間で
11,870 ～15,659 円の差に！

50歳未満の方のイメージ図 50歳以上の方のイメージ図

年金額のイメージ 年金額のイメージ

( 参考 )
昨年のイメージ

( 参考 )
今後の増額イメージ
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　年金の受給を遅らせた場合、65 歳から受給する場合と比較して１月あたり 0.7％ずつ増額し、70 歳まで遅らせた場合、42％増額します。
　ただし、65 歳以降に在職している期間がある場合、その間の在職支給停止に相当する分は、増額の対象とはなりません。

　昭和 36 年 4 月 2 日以降生まれの方（退職時または 60 歳到達時の階級が司令以下で消防職員として 20 年以上の在職期間がある場
合は昭和 42 年 4 月 2 日以降生まれの方）は 65 歳から老齢年金が支給されます。
　それ以前に生まれた方は、65 歳前から老齢年金が支給されますが、受給を遅らせることができるのは、65 歳から支給される年金で
す。（65 歳前の年金の受給を遅らせることはできません）

028 － 615 － 7817
上記記事に関する
お問い合わせは
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